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● 今月の表紙
雪に覆われる岩滝のまち（大内峠一字観公園から撮影）
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まちの  話題話題 お届けします

共交通について魅力や課題を説明した後、高校
生らは「将来は管理栄養士をめざす」「子育て
支援の充実」など将来の夢や希望、丹後地域に
望むことなどについて、知事と活発に意見交換
を行いました。
　特別授業に参加した生徒は「貴重な時間を過
ごすことができた」「丹後地域の魅力や可能性
を知った。丹後に住む私たちが生活の中で、そ
の魅力に気づいていける地域になってほしい」
などと感想を話してくれました。

西脇知事に質問をする生徒

● 知事の特別授業
知事から教わる丹後の魅力

　宮津天橋高校加悦谷学舎において、
西
に し わ き

脇京都府知事が高校生に伝えたいこ
とや期待することなどを語りながら意見交換す
る「知事の特別授業」が行われました。
　本事業は京都府の「地域課題プロジェクト（丹
後版）」の一環で行われたもので、加悦谷学舎
の２、３年生 28 人が参加。知事が「丹後のポ
テンシャル」をテーマに織物や農業、観光、公

16
12

生徒たちに京都府の取り組みを説明する西脇知事

　みょうがの発芽具合で今年の稲作の
豊凶を占う「みょうが祭」が、須

す

代
し ろ

神
社（明石）で営まれました。
　明治 30 年ごろから続く伝統のお祭り。綾部
市の阿

あ す す き

須々岐神社からみょうがの根を譲り受
け、須代神社内の御神田に植え、占いを行うよ
うになったのが始まりと言われています。御神
田は「早

わ せ

稲・中
な か

稲
て

・晩
お く

稲
て

」に仕切られており、
今年は早稲の発芽がよく、参拝者らは御神田に
手を合わせ、実りの秋を祈願していました。

須代神社内の御神田を清める宮司と参拝者

● みょうが祭
今年は「早稲」が豊作

11
2　宮津天橋高校の宮津・加悦谷両学舎

の芸術活動などの成果を展示・発表す
る「天橋芸術祭 2024」が、宮津市民体育館に
おいて３日間にわたり開催されました。
　昨年に続いて開催された芸術祭。会場内では
生徒たちが製作した BGM が流れる中、授業の
成果のほか、書道部・美術部・写真部の全国や
近畿大会への出展作品、京都府総合文化祭で最
優秀賞に輝いた大作などが展示され、作品や発
表を楽しむ来場者の姿が見られました。

加悦谷学舎茶道部による呈茶の様子（２月 9 日）

● 天橋芸術祭 2024
芸術活動などの成果を発表

7
2

人権啓発ポスターコンクール
京都府町村会長賞 受賞

坪
つ ぼ

井
い

 宏
こ う

樹
き

さん（市場小２年）

　坪井宏樹さんが、令和
６年度人権啓発ポスター
コンクール（京都府人権
啓発推進会議主催）に
おいて、応募総数 3,409
点の中から 12 賞の一つ

「京都府町村会長賞」を
受賞されました。
　絵を描くことが大好きな坪井さん。好きな友
だちの顔を思い浮かべながら描いた作品が選出
されたときの気持ちを「家族全員が喜んでくれ
たので、うれしかった」と、笑顔で教えてくれ
ました。京都府町村会長賞を受賞した坪井さんの作品

JFA 第 30 回全日本 U-15 フットサル選手権大会
出場　1/11 ～ 13 日環アリーナ栃木（栃木県）

田
た

中
な か

 榛
し ん

さん（江陽中３年）

　小学校４年生からサッカーを始め、中学校で
は福知山ジュニアユースクラブに入り、キー
パーとして活躍する田中さん。選手権大会の出
場に向け、３年生 29 人から 10 人の選抜メン
バーに選ばれ、昨年の京都府大会で優勝。続く
関西大会では代表決定戦で逆転勝ちを収め、全
国出場を手にしました。優勝をめざし挑んだ１

次リーグ。強豪チーム
に善戦するも１勝２分
けで、惜しくも決勝リー
グに進むことできず「目
標に届かず悔しかった」
と大会を振り返ります。
　中学校では陸上部に
所属し、昨年の近畿大会
では円盤投で６位入賞を果たした田中さん。高
校では「円盤投に集中し、インターハイ出場を
めざします」と力強く目標を話してくれました。

第 29 回全国少年少女選抜レスリング選手権大会
女子の部（６年生）  出場　
1/25・26 植村記念加賀スポーツセンター（東京都）

森
も り

 菜
な

音
の ん

さん（岩滝小６年）

　小学４年生から京都海洋レスリング教室（府
立海洋高校内）で練習を重ねている森さん。「勝
ち負けのある競技にチャレンジしたかった」と
レスリングを始めたきっかけを話します。
　昨年の大会でベスト８に入り、手にした選抜
大会出場。「一つでも多く勝つ」を目標に挑む

も、本大会で優勝を果た
した選手と対戦し初戦
敗退となりましたが、指
導者の織

お

田
だ

康
や す

博
ひ ろ

さんは
「とにかく負けん気が強
く飲み込みが早い。将来
が楽しみ」と森さんに期
待を寄せます。
　今後は「大会で一つでも多く勝てるように、
タックルから相手の背後を取る動きに磨きをか
けたい」と目標を話してくれました。

スポーツ・芸術で輝く小・中学生たち

Close UpClose Up
クローズアップクローズアップ

ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
で
活
躍
す
る
よ
さ
の
人
た
ち2024　

― Vol.05　

―

33　　　　　　広報よさの MARCH 2025広報よさの MARCH 2025 22広報よさのNo.229広報よさのNo.229



Pic Up  ― ピックアップ ―

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
を
踏
ま
え
て

付
け
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

あ
き
ら
め
な
い
で
粘
り
強
く
取
り
組
む

こ
と
や
筋
道
を
立
て
て
考
え
る
こ
と
も

課
題
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

児
童
・
生
徒
に
一
人
１
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
整
備
し
て
４
年
目
と
な

り
ま
す
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
を
活
用
し
な
が
ら
児
童
・
生
徒
の

主
体
性
を
引
き
出
し
、
自
ら
学
ぶ
力
を

高
め
る
授
業
に
向
け
て
授
業
改
善
が
進

み
つ
つ
あ
り
ま
す
。「
パ
ソ
コ
ン
・
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
す
る
と
、
友
だ

ち
と
考
え
を
共
有
し
た
り
比
べ
た
り
し

や
す
く
な
る
」
の
問
い
で
は
、
小
学

６
年
で
89
・
９
％
（
全
国
86
・
１
％ 

）、
中
学
３
年
で
91
・
１
％
（
全
国

86
・
２
％
）
が
肯
定
的
な
回
答
を
し
て

い
ま
す
。
児
童
・
生
徒
が
学
習
活
動
に

お
い
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
る
こ
と

　

令
和
６
年
４
月
に
実
施
し
た
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
は
、
小

学
校
は
国
語
と
算
数
の
２
教
科
、
中
学
校
は
国
語
と
数
学
の
２
教
科
で
実

施
し
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ま
に
与
謝
野
町
・
組
合
の
子
ど
も
た
ち
の
現

状
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問　

学
校
教
育
課 

☎
４
３
・
９
０
２
５

（表１）令和６年度全国学力・学習状況
調査結果（正答率）

小学校 （６年生） 国語 算数

全国 67.7％ 63.4％

与謝野町 60.0％ 62.0％

中学校 （３年生） 国語 数学

全国 58.1％ 52.5％

与謝野町・組合 55.0％ 48.0％

※ 与謝野町・組合・・・加悦中学校、江陽中学校、与謝野町宮津市中学
校組合立橋立中学校の３校

　
調
査
結
果
で
は
、
小
学
校
は
国
語
と

算
数
と
も
全
国
平
均
正
答
率
を
下
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
中
学
校
に
お
い

て
も
、
国
語
と
数
学
と
も
全
国
平
均
正

答
率
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

与
謝
野
町
・
組
合
の
学
力
状
況
と
し
て

は
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
主
な
教
科
の
課
題
と
し
て
は
、
国
語

は
正
し
く
「
読
む
こ
と
」「
書
く
こ
と
」

な
ど
、
各
教
科
の
基
礎
と
な
る
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
算

数
・
数
学
で
は
、
問
題
の
意
味
を
読
み

取
っ
て
イ
メ
ー
ジ
し
た
り
、
数
学
的
に

解
釈
し
て
説
明
し
た
り
す
る
力
を
身
に

学
力
調
査
結
果
よ
り

授
業
改
善
と

効
果
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

2

自
分
に
合
っ
た
学
習
方
法
や

基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
を

3
　
家
庭
学
習
の
時
間
は
、
30
分
未
満
が

保
育
所
・
こ
ど
も
園
・
小
中
学
校

で
連
続
し
た
学
び
の
充
実

4

教
科
調
査
で
見
ら
れ
た
課
題
を
改
善
す

る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
力
を
付
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
各
校
で
は
学
力
調
査
結

果
な
ど
の
分
析
を
踏
ま
え
自
校
の
課
題

や
改
善
点
を
明
ら
か
に
し
、
授
業
研
究

や
研
修
会
な
ど
を
通
し
て
、
一
人
ひ
と

り
の
課
題
な
ど
に
応
じ
た
学
習
指
導
が

　
学
習
指
導
要
領
で
は
生
き
る
力
を
は

ぐ
く
む
た
め
に
、
３
つ
の
資
質
・
能
力

を
育
て
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む

学
級
づ
く
り

1
主
体
的
に
学
ぶ
力
を

は
ぐ
く
む
た
め
に

実
際
の
社
会
生
活
で
生
き
て
働
く
知

識
・
技
能

未
知
の
状
況
に
対
応
で
き
る
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力

学
ん
だ
こ
と
を
人
生
や
社
会
に
生
か
そ

う
と
す
る
学
び
に
向
か
う
力
や
人
間
性

●●●

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
児
童
・
生
徒
の
学
習
意
欲
を
大
切

に
し
、
教
え
て
考
え
さ
せ
る
授
業
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校

生
活
や
学
級
集
団
が
安
心
し
て
学
び
合

え
る
環
境
で
あ
る
こ
と
は
、
学
び
に
向

か
う
力
や
社
会
性
な
ど
の
非
認
知
能
力

を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
た
め
、

校
内
研
修
な
ど
で
学
級
経
営
の
質
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。
質
問
紙
調
査
の

「
学
級
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に

学
級
会
で
話
し
合
い
、
互
い
の
意
見
の

の
有
用
性
を
実
感
し
な
が
ら
、
友
だ
ち

の
考
え
を
自
分
の
学
び
に
生
か
そ
う
と

し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

ま
た
、「
動
画
や
音
声
な
ど
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
学
習
内
容
が
よ
く
分
か

る
よ
う
に
な
っ
た
」「
自
分
の
考
え
や

意
見
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
答
え
て
い
る
児
童
・
生
徒

も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
う
こ
と
が
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、

学
び
を
進
め
る
た
め
の
一
つ
の「
道
具
」

と
し
て
、
児
童
・
生
徒
自
身
が
活
用
場

面
や
方
法
を
選
択
し
な
が
ら
学
ぶ
姿
も

増
え
て
き
ま
し
た
。
各
学
校
が
地
域
の

特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、「
ど
ん
な
子

ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い
か
」
と

い
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
授
業
の
在
り
方
を
変
え
て
い
く
た
め

に
、
指
導
方
法
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
工
夫

に
取
り
組
ん
で
い
る
成
果
の
表
れ
と
捉

え
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
さ
ら
に
課
題
解
決
に
向
け
た

授
業
改
善
を
具
体
的
に
進
め
、
児
童
・

生
徒
が
主
体
的
な
学
び
手
と
し
て
育
っ

て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

（表３）人の役に立つ人間に
なりたいと思いますか。

■ 与謝野町　　■ 全国

100

小学６年生

90

95

中学３年生

95.0 95.295.9

　
幼
児
期
に
は
ぐ
く
ま
れ
る
生
活
習
慣

や
好
奇
心
、
社
会
性
な
ど
の
非
認
知
能

力
は
、
学
童
期
以
降
の
学
ぶ
力
の
土
台

と
な
り
ま
す
。
保
育
所
・
こ
ど
も
園
・

小
中
学
校
教
員
の
合
同
研
修
会
な
ど
を

行
い
、
学
び
の
芽
を
は
ぐ
く
む
幼
児
教

育
と
の
連
携
を
大
事
に
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
や
保

育
・
教
育
の
指
導
方
法
な
ど
を
互
い
に

交
流
し
、
子
ど
も
の
学
び
の
連
続
性
を

重
視
し
た
授
業
に
な
る
よ
う
、
中
学
校

区
で
の
保
育
所
・
こ
ど
も
園
・
小
中
連

携
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
将
来
、
社
会
の
中
で

自
立
し
、
夢
を
も
っ
て
自
分
ら
し
く
幸

せ
に
生
き
て
い
く
た
め
に
、
今
後
も
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

小
学
６
年
で
17
・
２
％
、
中
学
３
年
で

34
・
０
％
と
い
う
状
況
で
す
（
表
２
参

照
）。
家
庭
学
習
で
は
宿
題
だ
け
で
な

く
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
、

興
味
を
も
っ
て
自
主
的
に
学
習
す
る
習

慣
を
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
が
、
将
来

に
向
け
て
の
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
よ
い
生
活
習
慣

や
学
習
習
慣
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
で
一
層
連
携
・

協
力
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

よ
さ
を
生
か
し
て
解
決
方
法
を
決
め
て

い
る
か
」
の
問
い
で
は
、
小
学
６
年
・

中
学
３
年
と
も
84
・
４
％
（
全
国
小
学

校
83
・
２
％
、
全
国
中
学
校
86
・
３
％
）

が
肯
定
的
な
回
答
を
し
て
い
ま
す
。

　
学
級
集
団
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め

に
教
育
委
員
会
独
自
で
実
施
し
て
い
る

「
学
級
満
足
度
調
査
」
の
分
析
や
教
員

の
児
童
・
生
徒
へ
の
日
常
的
な
か
か
わ

り
を
も
と
に
、
学
力
の
土
台
で
あ
る
良

好
な
学
級
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

タブレットを使って学習する生徒たち ▶

３時間以上 ２時間以上 １時間以上 30 分以上 30 分未満 まったくしない

（表２）小・中学校の家庭学習状況

20％ 100％80％60％40％

全国中学校
（３年生）

与謝野町・組合
中学校（３年生）

与謝野町小学校
（６年生）

全国小学校
（６年生）

※ 小数点を四捨五入しているため、合計が 100％にならない場合があります

9.2

1.1

22.5 32.6 18.4 10.4 6.6

10.1 31.8 22.9 21.2 12.8

11.0 31.112.5 13.027.0

5.5

5.3

2.3

39.18.6 11.732.8

（％）

Pic Up

98.4
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元
日
の
能
登
半
島
地
震
な
ど
の
災
害
で

は
、
公
的
な
救
助
が
届
く
前
に
、
地
域

住
民
同
士
の
助
け
合
い
が
命
を
救
っ
た

事
例
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
与
謝
野
町
で
は
、
毎
年
、
地
震
や
風

水
害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
、
防
災
へ

の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
防
災
フ
ェ
ア

を
実
施
。
ま
た
、
地
域
で
は
自
治
会
や

自
主
防
災
組
織
に
よ
る
独
自
訓
練
や
防

災
マ
ッ
プ
の
作
成
、水
出
し
訓
練
な
ど
、

住
民
同
士
で
防
災
意
識
を
共
有
す
る
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
防
災
の
取
り
組
み
は
、
日
ご
ろ
か

ら
の
自
治
会
や
地
域
の
活
動
が
近
所
・

隣
組
、
地
区
単
位
で
の
情
報
共
有
の
場

と
な
り
、
顔
が
見
え
助
け
合
う
体
制
づ

く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
北
丹
後
地
震
の
発
生
か
ら
今
年
で
98

年
。「
助
け
合
い
が
命
を
守
る
」
と
い

う
意
識
を
持
ち
、
い
つ
も
の
取
り
組
み

が
も
し
も
の
備
え
に
な
る
「
自
助
・
共

助
」
の
力
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

与
謝
野
町
で
は
、
バ
ス
の
運
転

士
不
足
や
高
齢
化
、
人
口
減

少
に
伴
い
、
公
共
交
通
の
維

持
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
中
、
バ
ス
路
線
か
ら
離

れ
た
地
域
に
住
む
方
々
の
移
動
手
段
を

確
保
す
る
た
め
、
桑
飼
地
区
で
は
地
域

住
民
主
体
の
「
桑
飼
地
区
支
え
合
い
交

通
運
営
協
議
会
」
が
誕
生
し
、
令
和
５

年
10
月
に
桑
飼
地
区
内
で
「
よ
さ
の
乗

合
交
通
（
以
下
、
乗
合
交
通
）」
の
実

証
運
行
を
ス
タ
ー
ト
。
さ
ら
に
、
６
年

10
月
か
ら
は
加
悦
地
域
全
域
に
エ
リ
ア

を
拡
大
し
、「
加
悦
地
域
支
え
合
い
交

通
運
営
協
議
会
（
以
下
、
協
議
会
）」

と
し
て
、
本
格
運
行
を
開
始
し
て
い
ま

す
。

　
「
住
民
の
皆
さ
ん
の
買
い
物
や
通
院

キッズステーションを利用する子どもたち（写真：幾地区提供）

与
謝
野
町
で
は
、
地
域
の
す
べ

て
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た

居
場
所
、
遊
び
場
、
地
域
住

民
と
の
触
れ
合
い
の
場
と
な
る
拠
点
づ

く
り
を
支
援
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
子
育

て
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
７
つ
の
キ
ッ
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
り
、
自
治
会
や
社
会
福
祉
法

人
、
地
域
活
動
団
体
な
ど
に
よ
り
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
下
校
後
の
子
ど
も
た

ち
の
見
守
り
事
業
や
学
校
の
長
期
休
暇

中
の
ゆ
る
や
か
な
学
童
保
育
事
業
、
森

遊
び
や
川
遊
び
と
い
っ
た
体
験
型
事
業

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
地

域
の
大
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、
身
近
な

場
所
で
ふ
れ
あ
い
、
つ
な
が
る
機
会
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

　住み慣れた地域が「いつまでも暮らしやすく、これから
も住み続けたい」と、みんなが感じられる地域社会をめざ
し取り組まれてきた事例を、３回シリーズで紹介していま
す。シリーズ３回目（最終回）となる今回は、地域課題の
解決に向けて、多様な主体と行政の協働による事業事例を
ピックアップしました。
※ 前回は広報よさの 12 月号（No.226）に掲載しています

問　企画財政課 ☎ 43-9015

地域の中に
子どもたちの
居場所を
キッズステーションキッズステーション

事例  1

― 

多
様
な
主
体
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り 

―

わ
た
し
た
ち
の

身
近
な
暮
ら
し
に
あ
る

「
助
け
合
い
、
支
え
合
い
」

シリーズ

キ
ッ
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、
令
和

５
年
度
ま
で
で
延
べ
約
８
０
０
０
人
の

子
ど
も
た
ち
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

方
々
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
育
ち
ま

す
。地
域
の
子
ど
も
同
士
が
交
流
す
る
、

地
域
の
大
人
た
ち
が
子
ど
も
た
ち
を
見

守
る
場
所
が
あ
る
、
そ
し
て
、
顔
が
見

え
る
関
係
の
地
域
に
な
る
。
子
育
て
す

る
な
ら
こ
の
ま
ち
で
―
―
。
安
心
し
て

子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
を
、

地
域
・
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
で
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

地域の
暮らしを守る

事例  2

加悦地域支え合い加悦地域支え合い
交通運営協議会交通運営協議会

命を守る
助け合い

事例  3

いつもの取り組みでいつもの取り組みで
もしもに備えるもしもに備える

日
本
は
地
震
や
台
風
な
ど
に
よ

る
大
雨
・
洪
水
、
土
砂
災
害

と
い
っ
た
自
然
災
害
が
頻ひ

ん

発

す
る
国
で
す
。丹
後
地
方
に
お
い
て
も
、

昭
和
２
年
の
北
丹
後
地
震
や
平
成
16
年

の
台
風
23
号
、
平
成
30
年
の
７
月
豪
雨

な
ど
、
大
き
な
災
害
を
経
験
し
て
き
ま

し
た
。
今
年
で
30
年
が
経
過
し
た
阪
神

淡
路
大
震
災
（
平
成
７
年
）
や
東
日

本
大
震
災
（
平
成
23
年
）、
令
和
６
年

　

３
回
に
わ
た
り
紹
介
し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な

協
働
の
事
例
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
地
域
情

報
ペ
ー
ジ
」
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
誰
か
の

『
困
り
ご
と
』
は
、
地
域
の
『
ほ
っ
と
け
な
い
』

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
誰
か
が
や
っ
て
い
る
」

ま
ち
づ
く
り
か
ら
「
わ
た
し
（
た
ち
）
に
も
で
き

る
」
ま
ち
づ
く
り
へ
。

　
一
人
ひ
と
り
の「
志
」や「
能
力
」を
引
き
出
し
、

つ
な
い
で
協
働
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
「
住

民
が
主
人
公
と
な
る
ま
ち
」を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

な
ど
、
お

出
か
け
の

た
め
の
移

動
手
段
を

ど
う
す
る

か
が
課
題

で
し
た
。

誰
も
が
安

心
し
て
暮

ら
し
続
け

ら
れ
る
地

域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
地
域
で
何
と

か
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
で
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、
運
行
し
て
い
ま
す
。
加

悦
地
域
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
の
支
え
に

な
れ
ば
」
と
話
す
の
は
、
協
議
会
会
長

の
西に

し
む
ら
よ
し
ひ
さ

村
良
久
さ
ん
。

　
加
悦
・
与
謝
・
桑
飼
地
域
の
各
エ
リ

ア
か
ら
登
録
さ
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、

現
在
11
人
。
顔
が
見
え
る
安
心
で
便
利

な
乗
合
交
通
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

町ホームページ

よさの乗合交通に乗車する利用者

む
す
び
に

よさの乗合交通 消火器を使った防災訓練（写真：加悦奥区提供）
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な
ど
の
「
夏

休
み
体
験
教

室
」
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
年
度
は

新
し
く
「
防
災
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」
を

防
災
マ
マ
サ
ー
ク
ル
「
ま
ま
も
り
っ

こ
」
さ
ん
に
依
頼
し
て
開
催
。
令
和
６

年
元
日
に
能
登
半
島
地
震
が
起
き
た
こ

と
も
あ
り
、
受
付
開
始
す
ぐ
に
満
員
と

な
り
ま
し
た
。
災
害
時
を
具
体
的
に
想

像
し
、
ト
イ
レ
や
水
、
灯
り
な
ど
の
準

備
と
工
夫
を
話
し
合
い
ま
し
た
。ま
た
、

災
害
時
に
も
使
用
可
能
な
カ
セ
ッ
ト
コ

ン
ロ
で
、
ポ
リ
袋
に
材
料
を
入
れ
て
ゆ

で
る
だ
け
の
蒸
し
パ
ン
作
り
を
し
ま
し

た
。
ポ
リ
袋
調
理
の
た
め
洗
い
物
は
な

く
衛
生
的
な
上
、
お
い
し
い
と
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
事
業
で
は
「
一
般
講
座
」

と
し
て
コ
ー
ラ
ス
や
つ
ま
み
細
工
、
ヨ

ガ
、
己お

の
れ
し
ょ書

な
ど
の
９
講
座
を
開
講
。
子

ど
も
の
講
座
と
同
様
、
防
災
に
も
着
目

し
た
「
見
直
そ
う
ふ
ろ
し
き
」
の
講
座

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ふ
ろ
し
き
の
包
み

方
や
結
び
方
か
ら
、
ふ
ろ
し
き
の
良
さ

を
再
確
認
。
災
害
時
は
三
角
巾
に
し
た

り
、
頭
巾
に
し
た
り
す
る
活
用
方
法
も

岩
滝
地
域
公
民
館
（
知
遊
館
）

で
は
公
民
館
事
業
と
し
て
、

水
彩
ス
ケ
ッ
チ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の

「
高
齢
者
教
室
」、
児
童
対
象
の
パ
ス
テ

ル
絵
画
や
茶
道
な
ど
の
「
土
曜
講
座
」、

夏
休
み
の
宿
題
お
助
け
講
座
や
陶
芸

岩滝地域
公民館

多
彩
な
事
業
で
、
子
ど
も
も

大
人
も
笑
顔
で
元
気
に
！

まなびだより

共に学び支え合う
コミュニティの実現に向けた
公民館活動をめざして

～ ６公民館の活動報告 ～

問　社会教育課 ☎ 43-9026

重
要
性
を
増
す

公
民
館
の
役
割

加
悦
地
域
公
民
館

　
館
長　
山や

ま
が
た形 

芳よ
し
ひ
ろ弘

学
び
、
参
加
者
か
ら
は
「
ぜ
ひ
活
用
し

た
い
」「
ま
た
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
り

ま
し
た
。

　
知
遊
館
の
大
き
な
事
業
と
し
て
、
人

権
啓
発
ユ
ニ
ッ
ト
事
業
の
映
画
会
、

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
、
ク
リ
ス
マ

ス
音
楽
会
、
ぎ
ゃ
ら
り
ぃ
知
遊
館
で
の

展
示
を
行
い
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
音

楽
会
で
は
、
以
前
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
を
計
画
。
舞
鶴
市

出
身
で
大
阪
を
中
心
に
活
動
さ
れ
て
い

る
若
手
の
す
ば
ら
し
い
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
子
ど
も
さ
ん

か
ら
高
齢
の
方
ま
で
体
も
心
も
ノ
リ
ノ

リ
の
笑
顔
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
公
民
館
・
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
地
域
の
方
々
の
声
に
寄

り
添
い
、
世
の
中
の
動
き
や
ト
レ
ン
ド

に
も
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
大
人
も
子
ど

も
も
多
様
な
学
び
と
文
化
芸
術
を
活
発

に
体
験
で
き
る
場
所
で
あ
り
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

《
は
じ
め
に
》

防災クッキング教室でポリ袋を使って調理する子どもたち

中央
公民館

楽
し
か
っ
た
土
曜
講
座

中
央
公
民
館
で
は
、
子
ど
も
た

ち
を
対
象
と
し
た
事
業
に「
年

間
を
通
し
て
行
う
講
座
」、
単
発
的
な

講
座
の
「
土
曜
講
座
」、
夏
休
み
の
宿

題
に
か
か
わ
る
内
容
を
中
心
と
し
た

「
夏
休
み
講
座
」
に
分
け
て
い
ま
す
。

今
回
は
、土
曜
講
座
の
「
折
り
紙
教
室
」

「
ス
イ
ー
ツ
作
り
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
折
り
紙
教
室
は
、
以
前
、
全
学
年
一

緒
に
「
折
り
紙
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
年
間

を
通
し
て
６

回
シ
リ
ー
ズ

で
行
い
、
毎

年
20
人
以
上

の
参
加
が
あ

り
、
活
気
あ
ふ
れ
る
講
座
で
し
た
。
し

か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
以
降
は
、
全
学
年
を
低
・
中
・

高
学
年
別
に
変
更
し
、
単
発
的
な
講
座

と
し
て
実
施
。
令
和
６
年
10
月
に
低
学

年
（
17
人
参
加
）
を
行
い
、
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
に
向
け
お
化
け
や
カ
ボ
チ
ャ
を
折

り
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
リ
ー
ス
を
作
り
ま
し

た
。
同
年
11
月
に
は
中
学
年
（
７
人
参

加
）
を
行
い
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
サ

新調した香河地区内の案内看板新調した香河地区内の案内看板
（香河公民館）（香河公民館）

見直そうふろしき講座の様子見直そうふろしき講座の様子
（知遊館）（知遊館）

夏休み子供教室の様子夏休み子供教室の様子
（上山田公民館）（上山田公民館）

● 

ま
な
び
だ
よ
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
第
５

類
移
行
後
、
町
内
各
地
区

の
創
意
工
夫
と
努
力
に

よ
っ
て
、
ど
の
公
民
館

も
日
々
地
域
の
皆
さ
ま
が

「
つ
ど
う
」「
ま
な
ぶ
」「
結

ぶ
」
こ
と
と
な
る
よ
う
、

地
域
の
特
色
に
合
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進

ん
で
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
生
１
０
０
年

時
代
。
生
涯
に
わ
た
っ
て

継
続
的
に
学
び
続
け
、
多

様
な
学
習
機
会
を
通
じ
て

自
己
の
成
長
に
つ
な
が
る

よ
う
に
、
学
び
を
通
し
て

地
域
の
方
々
が
協
力
し
合

え
る
関
係
づ
く
り
の
一
助

へ
と
な
る
よ
う
な
公
民
館

活
動
を
め
ざ
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
、
令
和
６
年
度
は

野
田
川
・
岩
滝
地
域
、
７

年
度
の
橋
立
中
学
校
を

も
っ
て
、
町
内
の
す
べ
て

の
小
・
中
学
校
に
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

（
学
校
運
営
協
議
会
）」
が

設
置
さ
れ
、
地
域
協
働
活

動
と
連
携
し
て
子
ど
も
た

ち
の
た
め
の
活
動
を
展
開

し
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み

は
、
地
域
に
愛
着
と
誇
り

を
持
て
る
学
習
の
場
で
あ

る
と
と
も
に
地
域
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
る
も
の
で

あ
り
、
公
民
館
の
役
割
は

ま
す
ま
す
重
要
で
す
。

　
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
通
し
て
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
深
く
結
び

つ
き
、
共
に
学
び
支
え
合

え
る
よ
り
よ
い
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
い
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や
ツ
リ
ー
を
折
り
、
ク

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
り
ま
し
た
。
同

年
12
月
に
は
高
学
年
（
７
人
参
加
）
を

行
い
、お
正
月
に
向
け
た
干
支
の
「
巳
」

や
富
士
山
を
折
り
、
色
紙
に
貼
り
付
け

た
お
正
月
飾
り
を
作
り
ま
し
た
。
今
年

も
参
加
者
が
多
く
、
人
気
の
講
座
と
な

り
ま
し
た
。

　

ス
イ
ー
ツ
作
り
は
５
年
ぶ
り
に
再

開
。
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
野
田

川
支
部
の
皆
さ
ん
を
講
師
と
し
て
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま

加悦地域
公民館

地
域
と
連
携
し
て

つ
な
が
り
の
輪
を

加
地
域
公
民
館
で
は
、
一
般
講

座
と
し
て
「
ヨ
ガ
講
座
」「
寄

せ
植
え
体
験
」「
秋
の
音
楽
会
」、
土
曜

支
援
講
座
と
し
て「
け
ん
玉
教
室
」「
夏

休
み
学
習
教
室
」「
冬
休
み
学
習
教
室
」

「
電
気
出
前
教
室
」「
自
然
体
験
」「
木

工
教
室
」、
そ
し
て
「
高
齢
者
教
室
」

と
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
夏
季
休

業
中
の
小
学

生
を
対
象
と

し
た
「
自
然

体
験
」
と
令

和
６
年
12
月
に
開
催
し
た
「
高
齢
者
教

室
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
事
業
も
加
悦
地
域
公
民
館

単
独
の
事
業
で
は
な
く
、
平
成
の
こ
ろ

か
ら
継
続
し
て
い
る
息
の
長
い
事
業
で

す
。
自
然
体
験
は
民
生
児
童
委
員
協
議

会
加
悦
支
部
と
の
共
催
、
高
齢
者
教
室

は
加
悦
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
の
共
催

香河
公民館

楽
し
く
気
持
ち
よ
く

暮
ら
せ
る
香
河
で

香
河
公
民
館
事
業
と
し
て
、
年

２
回
区
民
み
ん
な
で
の
環
境

美
化
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
に
は

溝
掃
除
、
６

月
と
９
月
に

は
草
刈
り
を

実
施
し
て
区

民
が
気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
と
と
も

に
、
区
外
か
ら
来
ら
れ
た
方
に
も
良
い

印
象
と
な
る
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。
と
く
に
６
月
の
溝
掃
除
の
後
に

は
、
み
ん
な
で
コ
ス
モ
ス
の
種
ま
き
を

し
て
、
秋
に
は
き
れ
い
な
花
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
昨
年
の
夏
は
猛
暑
の
た
め

か
、
花
の
咲
き
具
合
は
例
年
に
比
べ
て

少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。
ま

た
、
看
板
な
ど
の
整
備
活
動
と
し
て
、

薄
く
な
っ
て
見
え
な
く
な
っ
て
い
た
公

民
館
の
看
板
を
書
き
直
す
と
と
も
に
、

道
路
の
分
岐
点
に
あ
る
各
地
区
へ
の
案

内
看
板
３
ヵ
所
を
新
調
し
て
お
り
ま

す
。

　
香
河
区
内
に
は
、
加
悦
フ
ァ
マ
ー
ズ

ラ
イ
ス
と
い
う
お
寿
司
を
作
っ
て
い
る

工
場
が
立
地
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年

か
ら
ベ
ト
ナ
ム
出
身
の
実
習
生
６
人
が

勤
め
ら
れ
て
お
り
、
香
河
区
内
に
住
ま

わ
れ
て
い
ま
す
。
異
文
化
の
交
流
事
業

と
し
て
、
区
民
と
顔
な
じ
み
に
な
る
よ

う
に
と
、
区
役
員
や
民
生
委
員
さ
ん
な

ど
で
歓
迎
交
流
会
を
計
画
。
交
流
会
で

は
ベ
ト
ナ
ム
の
有
名
な「
ブ
ン
チ
ャ
ー
」

と
い
う
料
理
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
香

河
区
で
は
お
好
み
焼
き
を
準
備
し
て
、

食
事
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

通
常
の
会
話
は
可
能
で
す
が
通
じ
な
い

場
合
は
、「
伝
え
よ
う
」「
聞
き
取
ろ
う
」

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
通
じ
本
当
に

交流会に向けてみんなで調理している様子

し
た
。
今
回
の
ス
イ
ー
ツ
は
、「
ホ
ッ

ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
で
小
さ
な
ク
リ
ス

マ
ス
ケ
ー
キ
」。
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
に
は
当
日
に
メ
ニ
ュ
ー
発
表
を
し
た

の
で
、
で
き
上
が
り
の
写
真
を
見
て
一

言
「
か
わ
い
い
！
」。
一
生
懸
命
に
作

り
始
め
、
で
き
上
が
っ
た
か
わ
い
い
ク

リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
は
、
み
ん
な
で
一
緒

に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
教
室
も
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
か
ら
は
、「
楽
し
か
っ
た
」「
大
切

に
飾
り
た
い
」「
家
で
も
作
り
た
い
」

と
い
う
感
想
の
中
に
、「
ほ
か
の
小
学

校
の
人
と
作
っ
て
緊
張
し
た
」「
協
力

し
て
で
き
て
仲
良
く
な
れ
た
」
と
い
う

感
想
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
個
人
だ
け

の
学
び
や
喜
び
だ
け
で
は
な
く
、
人
と

の
つ
な
が
り
の
場
に
な
り
公
民
館
と
し

て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
中

学
校
へ
の
つ
な
が
り
の
場
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
多
く
の
講
座
を
開
く
中
、

快
く
講
師
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
地
域
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
度
も
多
く

の
講
座
を
開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ま
、
今
後
と
も
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

クリスマスケーキを作る子どもたち

上山田
公民館

笑
顔
で
楽
し
く
集
い
あ
う

公
民
館
に

上
山
田
公
民
館
の
事
業
は
、
ま

だ
公
民
館
推
進
委
員
会
も
開

い
て
い
な
い
４
月
初
旬
の
「
さ
く
ら
祭

り
」
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
以
前
は
水
戸
谷
峠
で
桟さ

敷
席
を
作
っ

て
の
開
催
、
そ
の
後
は
水
戸
谷
交
差
点

の
そ
ば
の
広
場
、
今
は
中
縄
児
童
公
園

で
と
場
所
を
移
し
な
が
ら
、
長
年
続
い

て
い
ま
す
。
寒
い
冬
が
終
わ
り
さ
く
ら

が
咲
く
の
を
区
民
の
皆
さ
ん
と
楽
し

み
、
交
流
・
親
交
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
が
目

的
で
す
。
ま

た
、
２
月
に

開
催
し
て
い

る
「
世
代
間

交
流 

麻
雀
大
会
」
も
長
く
続
い
て
お

り
、
若
い
方
か
ら
壮
年
、
高
齢
者
ま
で

一
緒
に
な
り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

大
会
は
20
年
以
上
続
く
人
気
講
座
で
、

毎
回
、
大
盛
り
上
が
り
で
す
。

　

下
山
田
公
民
館
と
の
共
同
開
催
で
、

山
田
小
学
校
の
卒
業
生
の
荻お

ぎ

野の

賢け
ん

次じ

郎ろ
う

さ
ん
を
講
師
に
迎
え「
サ
ッ
カ
ー
教
室
」

を
開
催
。ド
リ
ブ
ル
や
シ
ュ
ー
ト
な
ど
、

プ
ロ
の
技
を
体
感
し
練
習
の
仕
方
も
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か

ら
は
「
よ
か
っ
た
」「
ま
た
や
っ
て
ほ

し
い
」
と
好
評
で
し
た
。
ま
た
、
公
民

館
で
勉
強
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
「
夏

休
み
子
供
教
室
」
を
開
催
。
最
終
日
に

は
婦
人
会
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

会
が
あ
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
公
民

館
を
身
近
に
感
じ
、
気
楽
に
集
っ
て
も

ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
納
涼
夏
祭
り
」「
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
」

を
区
と
の
共
同
事
業
で
開
催
し
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
４
年
の
間
に
価
値
観

が
変
わ
り
、
協
力
者
の
熱
量
が
落
ち
、

人
口
も
減
っ
て
行
く
中
、
以
前
と
同
じ

に
は
戻
れ
ま
せ
ん
。
流
し
そ
う
め
ん
も

お
椀
の
そ
う
め
ん
に
な
り
ま
し
た
。

　
工
夫
を
し
知
恵
を
出
し
合
い
、
皆
さ

ん
が
笑
顔
で
楽
し
く
集
い
あ
う
公
民
館

を
め
ざ
し
ま
す
。

楽
し
い
交
流
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
友
愛
訪
問
と
し
て
は
、
年
越
し
そ
ば

と
加
悦
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス
ラ
イ
ス
様
か

ら
提
供
い
た
だ
い
た
焼や
き
さ
ば鯖
寿
司
を
公
民

館
事
業
の
協
力
員
で
あ
る
組
長
さ
ん
に

お
願
い
し
、
区
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

と
も
に
全
戸
を
訪
問
し
て
配
布
い
た
だ

き
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
に
も
、神
戸
ポ
ー

ト
タ
ワ
ー
へ
の
視
察
、
文
化
祭
な
ど
も

行
う
な
ど
、
少
な
い
人
数
の
香
河
区
で

す
が
、
区
民
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
な
事
業
を
今
後
と
も
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子どもたちに好評だったサッカー教室

● 

ま
な
び
だ
よ
り
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男山
公民館

心
の
糧
に

～ 

和
尚
さ
ん
の
法
話 

～

男
山
地
区
公
民
館
で
の
人
権
啓

発
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
11
月
９
日
に
「
和
尚
さ
ん

の
法
話
」
と
題
し
て
、
文
殊
の
天
橋
山

智
恩
寺
の
住
職
の
萩は

ぎ
わ
ら原

一い
っ
せ
い政

さ
ん
を
講

師
に
お
迎
え
し
、
法
話
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
智
恩
寺
は
通
称
「
文
殊

堂
」
と
呼
ば
れ
、
文
殊
菩ぼ

薩さ
つ

を
お
ま
つ

り
し
、
日
本
３
大
文
殊
の
一
つ
と
し
て

知
ら
れ
る
聖
地
で
す
。
萩
原
さ
ん
は
４

年
10
月
に
晋し

ん
ざ
ん山

式
を
迎
え
ら
れ
、
現

在
は
本
山
妙

心
寺
の
布
教

師
と
し
て
資

格
を
得
る
な

ど
、
研
鑽さ

ん

を

積
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

【
法
話
の
主
な
内
容
】

① 

智ち

え慧
の
５
つ
の
目
「
肉
眼
・
天
眼
・

慧
眼
・
法
眼
・
仏
眼
」

② 

空く
う

は
赤せ

き
し
ん心

（
赤
子
の
心
）
に
立
ち

返
る
大
切
さ

③ 

一い
ち

如に
ょ

は
周
囲
と
自
分
の
心
の
境
を

取
り
外
せ
ば
、
自
分
と
世
界
は
一
つ

④ 

慈じ

ひ悲
は
他
者
の
苦
し
み
を
理
解
し

共
感
と
援
助
の
意
思
を
持
つ
、
同
じ
漢

字
「
差
別
」
で
も
一
般
的
に
は
「
さ
べ

つ
」
と
読
む
が
、
仏
教
で
は
「
し
ゃ
べ

つ
」
と
言
い
【
み
ん
な
大
事
だ
が
私
と

あ
な
た
は
違
う
、
区
別
が
で
き
る
】
と

の
意
味

　
以
上
４
点
に
つ
い
て
、
例
を
上
げ
な

が
ら
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き

き
ま
し
た
。
最
後
に
参
加
者
に
感
想
を

求
め
た
と
こ
ろ
、「
今
日
の
法
話
は
、

来
春
大
学
生
と
し
て
親
元
を
離
れ
て
迎

え
る
新
生
活
の
心
の
糧
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
、
高
校
３
年
の
女
の
子
が

み
ご
と
に
幕
を
引
い
て
く
れ
ま
し
た
。

講師の萩原さん

で
行
っ
て
お
り
、
地
域
の
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
の

方
々
の
学
習
の
場
、
つ
な
が
り
を
深
め

る
場
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
体
験
は
、
小
学
１
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
加

悦
双
峰
公
園
に
行
く
た
め
、
午
前
８
時

20
分
に
加
悦
地
域
公
民
館
を
出
発
し
、

あ
つ
え
彩
菜
館
、
滝
公
民
館
で
合
流
。

植
物
の
先
生
か
ら
山
に
登
り
な
が
ら
植

物
に
つ
い
て
教
わ
っ
た
り
、
パ
ラ
コ
ー

ド
づ
く
り
や
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
集
団

ゲ
ー
ム
な
ど
、
普
段
で
は
で
き
な
い
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

チ
ー
ム
づ
く
り
や
指
導
者
と
し
て
お
世

話
に
な
っ
た
大
人
の
方
々
と
の
交
流
を

通
し
て
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
半
日
と
な
り

ま
し
た
。

　
高
齢
者
教
室
は
、
健
康
・
長
寿
で
あ

る
た
め
に
「
知
っ
て
得
す
る
薬
の
話
」

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」「
楽
し
く
歌

い
ま
し
ょ
う
」
の
３
部
構
成
で
実
施

し
、
58
人
が
参
加
。
薬
の
話
で
は
、
お

薬
手
帳
を
携
帯
す
る
大
切
さ
や
服
薬
の

時
間
は
そ
の
薬
が
一
番
効
く
タ
イ
ミ
ン

グ
、
か
か
り
つ
け
薬
局
で
処
方
し
て
も

ら
う
こ
と
は
自
分
の
健
康
を
守
る
た
め

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
、
自
身
に
何
か

あ
っ
た
と
き
に
備
え
て
家
族
や
友
人
な

ど
大
切
な
人
に
伝
え
て
お
き
た
い
こ
と

や
、
希
望
す
る
こ
と
な
ど
を
書
き
留
め

て
お
く
ノ
ー
ト
の
こ
と
で
す
。
自
身
の

人
生
の
振
り
返
り
に
も
な
り
、
今
後
の

人
生
の
備
忘
録
と
し
て
も
活
用
で
き
ま

す
。
参
加
者
は
様
式
例
を
い
た
だ
き
、

「
日
記
程
度
に
書
い
て
み
よ
う
か
な
」

と
、
今
後
の
人
生
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
懐
か
し
い

歌
を
み
ん
な
で
大
き
な
声
で
手
も
た
た

い
て
楽
し
く
歌
い
、
元
気
に
な
っ
て
終

了
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る
た
め
、

加
悦
地
域
の
方
々
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み

を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

● 

ま
な
び
だ
よ
り

植物に触れながら教わる子どもたち

与謝野町公式
あなたの手元に直接情報をお届けします

2,300 人を超える方に友だち追加いただいている「与謝野町公式 L
ラ イ ン

INE アカウン
ト」。今後も公式 LINE をとおして町政情報やイベントなどの情報を発信してい
きますので、皆さんの「友だち追加」をお待ちしています。

LINELINE

与謝野町公式LINEアカウントの「友だち登録」は、次の２のステップで！

必ず「受信設定」で欲しい情報を設定してください

受信設定をすることで、欲しい情報だけを LINE で受け取ること
ができます。各リッチメニューにある「受信設定」から設定でき、

「ごみ収集日」や「子育て情報」専用の受信設定もあります。
※ 緊急時の防災情報などは、受信設定にかかわらず配信する場
合があります

受信設定をタップ

Point
1

Point
2 ごみの分別方法が

調べられる
「メッセージ入力（①）」欄にご

みの名称を入力すると、自動で
分別方法を応答します。

※ 登録していないごみ、キーワード
に合致しない場合は、分別方法の応答
ができません

①

Point
3 欲しい情報に応じた

３つのリッチメニュー
「基本設定／①」「子育て世代向け／②」「事

業者向け／③」の欲しい情報によって、メ
ニューデザインが３つに変わります。
① 「暮らし」「防災・危機管理」「広報 PR」
② 「暮らし」「子育て」「防災・危機管理」
③ 「暮らし」「事業者向け」「広報 PR」

リッチメニュー

お住いの地区を登録いただくと、収集日の前日
または当日に通知が届きます。

ごみ収集日のお知らせ

問い合わせ先 ／ 総務課  ☎ 43-9010

二次元コードで登録

右の二次元コードを
読 み 取 り、「 追 加 」
ボタンをタップして
登録。

アプリ内の検索で登録

LINE アプリ内で「与謝野町」と
検索し、「与謝野町役場」を選び、

「追加」ボタンをタップして登録。

・・・・・・・・

13　　　広報よさの MARCH 2025 1212広報よさのNo.229広報よさのNo.229



【 
健
康 

× 

食
育 

× 

給
食 

】

ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
食
事
を

子
ど
も
た
ち
に

与謝野町有線テレビ製作番組「サシばな」

明石地区内のお店で行なった収録（左から亀岡さん、尾藤さん、太田さん、山添町長）

与謝野町では、「食育推進計画の策定」「学校給食の充実」に取り組んでい
ます。これらの実現に向け、識見者として亀

か め お か

岡孝
た か は る

浩さんと尾
び

藤
と う

環
たまき

さん、生
産者として太

お お

田
た

桂
け い

史
し

さんをお招きし、「健康・食育・給食」をテーマに山
添町長と対談していただきました。今月号では、その一部を紹介します。

番組の様子は、町公式
Youtube チャンネルで
ご覧いただけます（有線
テレビは２月 19 日に放
送済みです）

地 産地消よりも旬産旬消。旬の野菜は栄養価が一番高く、価格
も抑えやすい。旬の野菜を給食センターに持ち込み一番おい

しいものを提供しながら、子どもたちに栄養の話をする仕組みを。
亀岡 孝浩（信州大学 特認教授／与謝野町スマートグリーンビレッジ確立協議会 会長） 

農 薬を極力少なく使った野菜を食べさせてあげたい。農薬が使っ
てあるから危険という理解ではなく、すべての農薬が悪では

ないことを伝える食育を望む。
太田 桂史（株式会社アグリスト 代表取締役）

旬 なものを待ち遠しく思うのが食育。与謝野町は田園が広がり、
稲穂を見ると収穫時期がわかる。まちの風景と文化・歴史の

中で食育が行われ、ワクワクドキドキすることが大切。
尾藤 環（辻調理師専門 学校企画部長） 

給 食においては、学校・家庭・地域の関係性の中で、ワクワク
するような食事を子どもたちに提供していく仕組みを、どの

ようなものとして構築できるのかが大切な視点と考える。
山添 藤真（与謝野町長）

問　総務課 ☎ 43-9010

どういったものを子どもたちに食べさせたいか？

● テーマ　児童の発達障害について
● 放送日　３月 19 日（水）午後８時～

【告知】有線テレビ
製作番組「サシばな」

4 11 金月 日

町政について、特に知りたい情報は何ですか。（上位３つまで回答）　Q 7
　　□ 財政状況　　□ 公共施設　　□ 窓口届出・手続き　　□ 各種事業・計画　　□ 福祉・介護・健康
　　□ 出産・子育て　　□ 学校教育　　□ 文化・スポーツ・生涯学習　　□ 歴史・文化財　　□ 公共交通
　　□ 産業・雇用　　□ 入札・工事　　□ 環境・ごみ　　□ 防災・防犯　　□ 観光・イベント
　　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

町政に関する情報をどのような方法で入手していますか。（上位３つまで回答）　Q 6
　　□ 広報よさの　　□ ホームページ　　□ 有線テレビ　　□ ＦＭ告知　　□ SNS
　　□ 議会だより　　□ 新聞　　□ 窓口・電話での問い合わせ　　□ その他（　　　　　　　　　　　）

与謝野町の情報発信

居住地　Q 3
　　□ 加悦地域　　□ 岩滝地域　　□ 野田川地域　　□ 町外（　　　　　　　　　　　　）

スマートフォン・タブレット・パソコンを使っていますか。　Q 4
　　□ 日常的に使用　　□ 持っているがあまり使用しない　　□ 持っていない

「Q 4 で日常的に使用している」と回答した方は、主にどんな用途に使っていますか。　Q 5
　　□ インターネット検索・情報収集　　□ SNS・メール　　□ 動画・音楽視聴　　□ 通話が中心
　　□ その他（

より伝わる広報とは？

広報アンケート
SNS やインターネットによる情報取得の多様化や少子高齢化など、社会環境が変化している中で住民の皆さ
んが役場から発信する情報に何を求められているのか、また、どのように受け止めておられるかなどの現状を
把握し、広報・広聴活動の課題を検証するため「広報アンケート」を実施しますので、ご協力をお願いします。

回
答
方
法

●
●
●
●

対 象 者
回答方法
提出方法
そ の 他

与謝野町内の在住または在勤の方
本アンケート用紙またはインターネット（上記の二次元コード読み取ってください）

各庁舎窓口に提出、郵送、ファックス、メール　※ 用紙の場合
回答はお１人１回まで

アンケート
項　　　目

性別　Q 1
　　□ 男性　　□ 女性　　□ 未回答

　Q 2
　　□ 10 歳未満　　□ 10 代　　□ 20 代　　□ 30 代　　□ 40 代　　□ 50 代
　　□ 60 代　　□ 70 代　　□ 80 代以上

年代

インターネットからも
回答できます！

回 答 期 限

キ

リ

ト

リ
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まちの  話題話題 ワイド

じ
た
交
流
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
う

し
た
交
流
は
お
互
い
に
と
っ
て
、
多

様
な
人
と
つ
な
が
る
価
値
を
学
ぶ
機

会
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
第
２
期
京
都
府
教
育
振
興

プ
ラ
ン
の
中
に
「
教
育
に
か
か
わ
る

す
べ
て
の
者
が
大
切
に
し
た
い
想

い
」
と
し
て
、「
包
み
込
ま
れ
て
い

る
感
覚
」と
い
う
記
載
が
あ
り
ま
す
。

本
町
と
し
て
は
、
学
校
の
先
生
や
保

護
者
、
地
域
の
大
人
に
加
え
て
、
高

校
生
も
年
下
の
子
ど
も
た
ち
を
包
み

込
む
存
在
と
し
て
か
か
わ
っ
て
い
く

こ
と
が
、
ま
ち
の
教
育
の
魅
力
向
上

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
、
今
後
も

保
幼
小
中
高
の
交
流
に
よ
り
、
育
ち

合
え
る
機
会
の
創
出
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　
小
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
英

語
を
高
校
生
が
優
し
く
教
え
て
く
れ

た
」「
次
は
高
校
生
が
楽
し
ん
で
く

れ
る
よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
い
」
と

い
う
感
想
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
交
流

を
終
え
た
高
校
生
た
ち
は
「
準
備
期

間
は
不
安
だ
っ
た
け
ど
、
小
学
生
が

楽
し
ん
で
く
れ
て
こ
ち
ら
も
楽
し
く

な
っ
た
」
と
、
充
実
し
た
表
情
を
浮

か
べ
て
い
ま
し
た
。

　
１
月
24
日
、
加
悦
谷
学
舎
に
お
い

て
、「
小
高
英
語
交
流
事
業
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
事
業
は
、
高
校

生
が
企
画
運
営
を
担
い
、
小
学
生
に

英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
、
加
悦
谷
学
舎
の
３
年
生
21

人
と
加
悦
小
学
校
の
５
年
生
43
人
が

ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
交
流
し
ま
し
た
。

　
小
学
生
た
ち
は
、
高
校
生
た
ち
が

こ
の
日
の
た
め
に
考
案
し
た
「
イ
ラ

ス
ト
当
て
ゲ
ー
ム
」「
３
ヒ
ン
ト
ゲ
ー

ム
」「
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
」「
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」「
伝
言
ゲ
ー
ム
」
の

５
つ
の
ブ
ー
ス
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

回
っ
て
ゲ
ー
ム
を
体
験
。
最
初
こ
そ

緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、
高
校
生

の
明
る
い
進
行
と
積
極
的
な
声
か
け

で
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、
終
始
、
笑
顔

が
絶
え
な
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ゲ
ー
ム
内
容
も
簡
単
な
問
題

か
ら
だ
ん
だ
ん
と
難
し
く
し
て
い
く

な
ど
、
進
行
上
の
工
夫
や
入
念
な
準

備
を
し
て
き
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ど
ん
ど
ん
広
が
る
！

高
校
生
と
の
交
流

初
開
催
！

小
高
英
語
交
流
事
業

　

与
謝
野
町
内
の
最
高
学
府
で
あ
る
宮
津
天
橋

高
校
加
悦
谷
学
舎
（
以
下
、
加
悦
谷
学
舎
）。

与
謝
野
町
と
加
悦
谷
学
舎
で
は
、
平
成
31
年
４

月
か
ら
「
高
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

を
配
置
し
、
地
域
・
社
会
と
と
も
に
あ
る
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
に
よ
る
地
域
と
の
連
携

に
加
え
て
、
近
年
で
は
町
内
の
小
・
中
学
校
と

の
交
流
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
に
入
り
、
加
悦
谷
学
舎
と

保
幼
小
中
学
校
と
の
交
流
が
活
発
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
５
月
に
は
、
高
校
生
に

よ
る
子
育
て
支
援
イ
ベ
ン
ト
「
か
や

だ
に
ま
つ
り
」
が
初
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
以
前
か
ら
実
施
し
て
い

る
町
内
小
学
校
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流

で
は
、
同
一
年
度
で
初
め
て
町
内
全

小
学
校
と
の
交
流
が
実
現
。さ
ら
に
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
取
り
組
み
と
し

て
、
加
悦
谷
学
舎
３
年
生
と
加
悦
中

学
校
１
年
生
が
探
究
的
な
学
び
を
通

と
も
に
育
ち
合
え
る

機
会
の
創
出
へ

まちの魅力の PR 動画作成を検討している中学生に、実践
を通して得た知見を伝える高校生たち（加悦中学校）

（上・右・左）
加悦小学校
５年生との
交流の様子

町政情報が伝わっていると感じていますか。　Q 8
　　□ 十分伝わっている　　□ 少し伝わっている　　□ あまり伝わっていない　　□ 伝わっていない

町政に対し意見や要望を伝えたことはありますか。（複数回答）　Q 10
　　□ 町政懇談会・議会懇談会に参加　　□ 投書・メール　　□ 電話・窓口　　□ 各種委員会等に参画
　　□ 伝えたことはない　　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

町政情報を取得するため、充実を希望する広報媒体はありますか。（上位３つまで回答）　Q 9
　　□ 広報よさの　　□ ホームページ　　□ 有線テレビ　　□ ＦＭ告知　　□ 議会だより
　　□ フェイスブック　　□ ユーチューブ　　□ ツイッター　　□ インスタグラム　　□ ライン
　　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

与謝野町の広報活動全般

総務課　秘書広報係
〒 629-2292　与謝野町字岩滝 1798 番地１
☎ 43-9010　● ファクス 46-2851　
● メール somu@town.yosano.lg.jp

回答先・
問い合わせ先

与謝野町の広報・広聴に関するご意見。（自由記述）　Q 13

まちづくりへの関心度を教えてください。　Q 12
　　□ 関心がある　　□ 少し関心がある　　□ あまり関心がない　　□ 関心がない

その他

町政に対して意見や提言をするため、どのような機会があれば参加したいですか。　Q 11
　　□ 地域別に町長などと話す機会　　□ 団体・グループ単位で町長などと話す機会
　　□ オンラインを活用　　□ メール・町ホームページに問い合わせ　　□ 特に伝えたいと思わない
　　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

過去のアンケート結果

キ

リ

ト

リ

1717　　　　　　広報よさの MARCH 2025広報よさの MARCH 2025 1616広報よさのNo.229広報よさのNo.229



がんばってます！消防団 編集 ● 第９分団

2 3 41

　図書館へ行こう！ BOOKS 図書館ホームページ（新アドレス） ▶

● 問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
● 開館時間／午前 10 時～午後６時　● 休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

おはなし会を開催します
【野田川分室】３月 22 日（土）　午前 10 時 30 分～
【本 館】４月５日（土）午前 10 時 30 分～
【加 悦 分 室】４月 12 日（土）午前 10 時 30 分～

～ 読み聞かせボランティアの皆さんが、～ 読み聞かせボランティアの皆さんが、
～～  楽しいお話をしてくれます ～楽しいお話をしてくれます ～

携帯電話さ
え 持 た な
かった彼女
が、自宅で
飼っている
老猫のため
に使い始め
たスマホに

今や生活の必需品になってきたスマホにまつわる
本を紹介します。スマートフォンのある暮らし

『老いてこそ、スマホ』 『スマホ脳の処方箋』
牧壮、増田由紀／主婦と生活社

多くの方が
使っている
スマホ。シ
ニアに向け
て、この年
代ならでは
の悩みを解
決するスマ

奥村歩／あさ出版

スマホ依存
による、体
調不良の弊
害も指摘さ
れている昨
今。自分が
スマホ依存
かをチェッ

『スマホになじんでおりません』
群ようこ／文藝春秋

困惑したり感心したりする様子に
共感する方も多いのでは？

ホの活用法を、大きめの文字とイ
ラストや写真で解説した１冊。

クできるリストと、起こるスマホ
脳への対処法を紹介した１冊。

～ 図書館システムのバージョンアップ ～

図書館をより便利に使っていただける機能が増えましたの
で、ぜひご活用ください。なお、機能の多くはインターネッ
ト利用登録が必要ですので、図書館に申し込みください。

より見やすく、
便利に

機器に合わせてペー
ジを見やすく調整。
パスワードの再発行
がホームページから
できます。

⃝

⃝

図書館から
メールをお届け

キーワード登録で、
入荷時にお知らせ。
本の返却忘れを防ぐ
ため、返却予定日前
日の夜にお知らせ。

⃝

⃝

レシート印刷が
可能に

図書館内の検索用端
末から印刷できるよ
うになり、読書手帳
を手書きする手間が
省けます。

⃝

スマホから
本が借りられる

図書館カードの
代わりに、スマ
ホにバーコード
表示で貸し出し
できます。

⃝

新ホームページのトップ画面

便利なサービスが増えました

　
後
日
、
学
校
か
ら
届
い
た
子
ど

も
た
ち
の
感
想
文
に
は
、「
普
段

の
仕
事
も
あ
る
の
に
、
火
事
や
い

ろ
ん
な
活
動
に
参
加
し
て
い
る
大

変
さ
を
知
っ
た
」「
あ
い
さ
つ
が

敬
礼
と
い
う
の
を
知
っ
た
」「
消

防
団
活
動
に
興
味
を
持
っ
た
の

で
、
大
人
に
な
っ
た
ら
消
防
団
員

に
な
り
た
い
と
思
っ
た
」
な
ど
、

う
れ
い
し
い
言
葉
が
綴
ら
れ
て
い

ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

こ
の
経
験
が
将
来
に
い
か
さ
れ
る

こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。
ま
た
、

消
防
団
員
を
身
近
な
存
在
と
し
て

感
じ
て
く
れ
、
未
来
の
消
防
団
員

に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
も
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
第
２
部
で
は
、
加
悦
小
学
校
の

近
く
に
あ
る
第
９
分
団
の
車
庫
に

移
動
し
、
実
際
に
使
用
し
て
い
る

車
両
を
見
学
。
水
槽
付
消
防
ポ
ン

プ
自
働
車
や
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

積
載
車
、
司
令
車
、
車
両
に
装
備

し
て
い
る
道
具
に
つ
い
て
説
明
し

た
後
、
実
際
に
車
両
に
乗
車
し
て

　
第
１
部
で
は
、
消
防
団
の
身
分

や
組
織
体
制
、
消
防
団
が
行
っ
て

い
る
各
種
活
動
、
使
用
し
て
い
る

車
両
と
道
具
、
実
際
の
火
災
現
場

の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
画
像
を
使

い
な
が
ら
説
明
。
特
に
、
消
防
団

の
活
動
に
つ
い
て
は
、
火
事
を
消

す
だ
け
で
な
く
普
段
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
（
防
火
広
報
・
防
火
訪

問
・
機
関
点
検
・
火
災
想
定
訓
練
・

消
防
防
災
フ
ェ
ア
・
出
初
式
な

ど
）
を
行
っ
て
い
る
こ
と
や
、
火

災
以
外
に
も
行
方
不
明
者
の
捜
索

な
ど
、
活
動
が
多
岐
に
わ
た
る
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

令和６年 12 月 18 日、加悦小学校で「消防
団活動を知ろう！」と題して出前講座※ 1 を
行いました。３年生 39 人に、現役で活動す
る消防団員２人から「火事を防ぐためにして
いること」「車両の種類や火事を消すための
道具」について説明しました。

地
域
防
災
の
要「
消
防
団
」

車
両
や
機
材
に

目
を
輝
か
せ
る
児
童
た
ち

消
防
団
の
雰
囲
気
を
体
験
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
普
段
、
車
両
に
乗

る
機
会
が
な
い
小
学
生
た
ち
は
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

消防団員が身近な
存在になるように

加悦小学校３年生との集合写真

水槽付消防ポンプ自動車を見学する児童たち 画像を見せながら児童たちに説明する消防団員

町
民
の
皆
さ
ん
が
こ
ん
な
こ
と
が「
知
り
た
い
、

聞
き
た
い
、
学
び
た
い
」
と
い
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
町
職
員
（
消
防
団
は
非
常
勤
特
別
職
の

地
方
公
務
員
）
を
講
師
と
し
て
派
遣
す
る
講
座

で
す
。
職
員
が
日
ご
ろ
か
ら
行
な
っ
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
仕
事
の
内
容
や
、
専
門
知
識
を
町
民

の
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
行

政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
年
齢
な
ど
を
問
わ
ず
、
少

人
数
で
も
開
催
可
能
で
す
。
ご
希
望
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
担
当
エ
リ

ア
の
消
防
団
員
、
ま
た
は
町
職
員
が
参
加
し
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

問　
防
災
危
機
管
理
対
策
室 

☎
４
３・９
０
１
１

（
※
１
）
出
前
講
座
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【答申】多様性を尊重し合う共生社会づくりに向けて
与謝野町多様性を尊重し合う共生社会づくり検討委員会 問　住民税務課 ☎ 43-9020

　
２
月
14
日
、
役
場
加
悦
庁

舎
に
お
い
て
、
与
謝
野
町
多

様
性
を
尊
重
し
合
う
共
生
社

会
づ
く
り
検
討
委
員
会
（
以

下
、
委
員
会
）
の
渋し

ぶ

谷や

節せ
つ

子こ

委
員
長
と
足あ

立だ
ち

英え
い

子こ

副
委
員

長
か
ら
山
添
町
長
に
対
し
、

「
多
様
性
を
尊
重
し
合
う
共

生
社
会
づ
く
り
の
推
進
に
関

す
る
答
申
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
本
答
申
は
、
令
和
５
年
10

月
27
日
に
山
添
町
長
か
ら
諮

問
機
関
で
あ
る
委
員
会
に

「
多
様
性
を
尊
重
し
合
う
共

生
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る

山
添
町
長
に
答
申
書
を
手
渡
し
た
渋
谷
委

員
長
（
中
央
）
と
足
立
副
委
員
長
（
右
）

た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
お

よ
び
取
り
組
み
」
に
つ
い
て

意
見
を
求
め
、
６
回
の
審
議

を
経
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　
答
申
を
受
け
た
山
添
町
長

は
「
答
申
書
の
中
身
や
議
事

録
の
内
容
を
精
査
し
、
こ
の

考
え
方
を
町
の
施
策
に
定
着

さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。
本
町
と
し
ま
し
て

は
、
年
齢
や
性
別
、
国
籍
、

障
害
の
有
無
な
ど
の
違
い
に

よ
ら
ず
、
す
べ
て
の
住
民
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
共
生
社
会
の
実
現
に
む
け

た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
深
め

て
い
き
ま
す
。

【答申】持続可能な行政運営をめざして
与謝野町行政改革推進委員会 問　企画財政課 ☎ 43-9015

　

１
月
29
日
、
岩
滝
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
与
謝
野
町
行
政

改
革
推
進
委
員
会
（
以
下
、
委
員

会
）
の
伊い

藤と
う

伸し
ん

会
長
、
西に

し
か
わ
あ
き
ひ
ろ

川
明
宏

会
長
代
理
、山や

ま
ぞ
え
け
ん
ぞ
う

添
謙
三
会
長
代
理
、

佐さ

が賀
利と

し
ひ
ろ裕
委
員
か
ら
山
添
町
長
に

対
し
、「
令
和
５
年
度
与
謝
野
町

行
財
政
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関

す
る
答
申
」が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
答
申
は
、
令
和
４
年
７
月
に

山
添
町
長
か
ら
諮
問
機
関
で
あ
る

山
添
町
長
に
答
申
書
を
手
渡
し
た
委
員
会
委
員
の

皆
さ
ん
〔
左
か
ら
山
添
町
長
、
伊
藤
会
長
（
画
面

内
）、
西
川
会
長
代
理
、
山
添
会
長
代
理
、
佐
賀

委
員
〕

委
員
会
に
対
し
、「
第
３
次
与
謝

野
町
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
の

進
捗
」「
事
務
事
業
評
価
」「
与
謝

野
町
行
財
政
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
推
進
全
般
」
の
３
つ
の
項
目
に

つ
い
て
意
見
を
求
め
、
令
和
５
年

度
の
各
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
４

回
の
委
員
会
を
経
て
ま
と
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　
本
答
申
を
受
け
取
っ
た
後
、
委

員
会
委
員
と
理
事
者
・
役
場
管
理

職
員
で
、
事
務
事
業
評
価
な
ど
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
な
い
ま
し
た
。
今
後
は
本
答
申

を
受
け
、
行
財
政
改
革
の
進
捗
状

況
を
し
っ
か
り
と
評
価
し
、
そ
の

内
容
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
て
い
き
ま
す
。

本
答
申
の
内
容
や
委
員
会
の

協
議
経
過
は
、
企
画
財
政
課

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

町ホームページ

移住希望者に寄り添うアンバサダーを認定
与謝野町移住・定住アンバサダー設置事業 問　企画財政課 ☎ 43-9015

　

令
和
６
年
度
（
１
月
末
現
在
）

に
、「
与
謝
野
町
移
住
・
定
住
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
（
以
下
、
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
）」
と
し
て
認
定
し
た
方

を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み

は
、
与
謝
野
町
へ
の
移
住
・
定
住

の
促
進
を
図
る
た
め
、
移
住
を
希

望
す
る
方
へ
の
情
報
提
供
や
相

談
、
移
住
者
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
な

ど
を
担
っ
て
い
た
だ
く
方
を
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
と
し
て
認
定
す
る
も
の

で
す
。

　
町
内
の
空
き
家
を
購
入
し
、
２

拠
点
生
活
を
送
る
若わ

か

井い

一か
ず

実み

さ

ん
（
岩
屋
）
は
「
与
謝
野
町
の
魅

力
は
、
豊
か
な
自
然
と
人
の
温
か

山
添
町
長
か
ら
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
認
定
証
の
交
付
を

受
け
る
若
井
さ
ん
（
左
）

さ
。
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
移
住

を
希
望
す
る
方
と
町
の
活
性
化
の

架
け
橋
と
な
り
、
双
方
に
と
っ
て

よ
い
提
案
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
、
移
住
者
な
ら
で
は

の
視
点
で
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
会
社
・
個
人
と
し
て
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
に
認
定
し
た
香
山
塗

装
工
業
株
式
会
社
（
本
社
／
三
河

内
）の
香か

山や
ま

祐ゆ
う

樹き

さ
ん（
三
河
内
）

は
「
生
ま
れ
育
っ
た
与
謝
野
町
を

未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
は
使

命
そ
の
も
の
。
会
社
と
し
て
も
地

元
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
」
と
、
力
強
く
抱
負
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

アンバサダーとしての抱負を話す香山さん（右）

20 年後の公共サービスと公共施設を考える
与謝野町公共施設等マネジメント推進委員会 問　企画財政課 ☎ 43-9015

　
与
謝
野
町
の
公
共
施
設
な

ど
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

管
理
を
推
進
し
、
そ
の
最
適

化
を
図
る
た
め
、
令
和
６
年

度
第
１
回
目
と
な
る
「
与
謝

野
町
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
推
進
委
員
会
」
を
、
令

和
６
年
12
月
26
日
に
岩
滝
保

健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
有
識
者
を
中

心
と
し
た
委
員
構
成
に
見
直

す
と
と
も
に
、
毎
回
、
山
添

町
長
が
出
席
す
る
よ
う
会
議

の
実
施
方
法
を
変
更
。
会
議

山
添
町
長
か
ら
委
嘱
状
の
交
付
を
受
け
る

委
員
（
右
）

で
は
、
山
添
町
長
か
ら
委
員

の
皆
さ
ん
に
委
嘱
状
を
交
付

し
た
後
、
委
員
長
と
副
委
員

長
の
互
選
を
行
い
、
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
の
進
捗

状
況
な
ど
に
つ
い
て
報
告
を

し
ま
し
た
。

● 

委
員
長

川か
わ
か
つ勝 

健た
け

志し

（
京
都
府
立
大
学
公
共
政
策
学
部 

教
授
）

● 

副
委
員
長

佐さ

さ

き
々
木 

和か
ず

代よ

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会 

委
員
）

● 

委
員

青あ
お
や
ま山 

公こ
う
ぞ
う三

（
京
都
府
立
大
学 

名
誉
教
授
）

坂さ
か
な
か中 

綾あ
や

香か

（
よ
さ
の
地
域
デ
ザ
イ
ン
会
議 

元
委
員
）

杉す
ぎ
お
か岡 

秀ひ
で
の
り紀

（
福
知
山
公
立
大
学
地
域
経
営
学
部

（
准
教
授
）

西に
し
か
わ川 

明あ
き
ひ
ろ宏

（
与
謝
野
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会

（
会
長
代
理
）

委
員
の
皆
さ
ん

※ 

敬
称
略
、（ 

）
内
は
所
属

本
答
申
の
内
容
や
委
員
会

の
協
議
経
過
は
、
住
民
税

務
課
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

町ホームページ
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一人で悩みを抱え込まずに、誰かに相談を
問　福祉課 ☎ 43-9021

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
３
月
を
「
自

殺
対
策
強
化
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

何
と
な
く
不
安
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
？

人
に
話
す
こ
と
で
心
が
軽
く
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
匿
名
で
も
大
丈
夫
で
す
。
電

話
で
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も

相
談
で
き
ま
す
。

相
談
窓
口

● 

京
都
府
自
殺
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

（
年
中
無
休
／
24
時
間
）

☎
０
５
７
０・７
８
３・７
９
７

● 

京
都
い
の
ち
の
電
話

（
年
中
無
休
／
24
時
間
）

☎
０
７
５・８
６
４・４
３
４
３

● 

京
都
自
死
・
自
殺
相
談
セ
ン
タ
ー

（
金
・
土
曜
日
／
午
後
７
時
～
午
前
１
時
）

☎
０
７
５・３
６
５・１
６
１
６

● 

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
年
中
無
休
／
24
時
間
）

☎
０
１
２
０・２
７
９・３
３
８

相
談
窓
口
（
子
ど
も
向
け
）

● 

24
時
間
子
供
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル

（
年
中
無
休
／
24
時
間
）

☎
０
１
２
０・０・７
８
３
１
０

● 

チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン

（
毎
日
午
後
４
時
～
午
後
９
時
）

☎
０
１
２
０・９
９・７
７
７
７

３月は「自殺対策強化月間」

厚生労働省
ホームページ

　令和６年度京都広報賞（京都府広報協議会・京都府主催）
の発表があり、有線テレビ製作番組「シリーズ災害 ～台
風 23 号から今年で 20 年～」が、映像の部（自主制作の部）
において最高賞にあたる知事賞を初受賞しました。
　同番組は、改めて町民の皆さんに災害について考える機
会として、平成 16 年 10 月に発生した台風 23 号による
被害を、当時の写真や映像を使い製作したドキュメンタ
リー。審査員からは「いかにこのときの災害が大変だった
のかがわかる。地元の CATV 局としての使命感とスタッ
フの強い思いを感じ取れる番組」との評価をいただきまし
た。これからも町政情報やまちの話題をお届けするととも
に、啓発などの番組づくりに努めてまいります。

～ 令和６年度京都広報賞（映像の部） ～

最高賞の知事賞を初受賞！京都広報賞

製作番組「シリーズ災害」は
町公式 YouTube チャンネル
からご覧いただけます。

問　総務課（CATV 担当） 
　　☎ 43-9028

丹海バス路線が再編されます
問　企画財政課 ☎ 43-9015令和７年４月１日ダイヤ改正

　
丹
後
海
陸
交
通
株
式
会
社
が
運

行
し
て
い
る
「
丹
海
バ
ス
路
線
」

の
う
ち
、
峰
山
線
・
福
知
山
線
・

峰
山
四
辻
線
の
３
路
線
が
、
令
和

７
年
４
月
１
日
付
け
の
ダ
イ
ヤ
改

正
に
伴
い
再
編
さ
れ
ま
す
。

　
福
知
山
線
と
峰
山
四
辻
線
は
廃

止
と
な
り
、
峰
山
線
は
宮
津
天
橋

高
校
加
悦
谷
学
舎
前
か
ら
峰
山
駅

ま
で
の
区
間
に
延
伸
と
な
り
ま

す
。

路
線
再
編
説
明
会
を
開
催

　
与
謝
野
町
と
丹
後
海
陸
交
通
株

式
会
社
で
は
、
次
の
と
お
り
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
路
線

再
編
の
内
容
は
、
３
月
13
日
か
ら

配
布
予
定
の
「
第
30
版
与
謝
野
町

公
共
交
通
時
刻
表
」
で
も
ご
確
認

い
た
だ
け
ま
す
。

日
時　
３
月
24
日
（
月
）

午
後
２
時
半
～
３
時
半

午
後
７
時
半
～
８
時
半

会
場　
元
気
館 

視
聴
覚
室

そ
の
他　
申
込
不
要

福
知
山
線
と

峰
山
四
辻
線
は
廃
止

公
共
交
通
時
刻
表
の
配
布

　

京
都
丹
後
鉄
道
（
３
月
15
日
）

と
丹
海
バ
ス
（
４
月
１
日
）
の
ダ

イ
ヤ
改
正
に
伴
い
、
与
謝
野
町
が

発
行
し
て
い
る
「
公
共
交
通
時
刻

表
」
が
新
し
く
な
り
ま
す
。
各
戸

配
布
は
行
わ
ず
、
次
の
場
所
で
配

布
し
ま
す
。

配
布
開
始
日
（
予
定
）　

３
月
13

日
（
木
）
～

配
布
場
所　
役
場
各
庁
舎
、
与
謝

野
駅
、丹
後
海
陸
交
通
株
式
会
社
、

観
光
協
会
、
地
区
公
民
館
（
野
田

川
地
域
） 

な
ど

バス停を出発する丹海バス

バスまるごと体験フェア
3 22㊏
AM 10:00
　～ PM 3:00

イベントページ
（宮津市ホームページ）

会 場 野田川わーくぱる ※ 京都丹後鉄道「与謝野駅」から会場まで
※ シャトルバスの運行があります

● 主催・問い合わせ先
京都府北部地域連携都市圏公共交通活性化協議会（事務局：宮津市役所企画課内）☎ 45-1664

バス運転体験会
　バス教習車の運転体験をしてみませんか？　※ 要普通自動車免許

【40 人限定】午前９時 30 分から整理券を配布

バスクイズ大会
　クイズに全問正解した方のうち 10 人にオリジナルグッズをプレゼント！

午後２時 15 分～

子ども体験コーナー
　ぬり絵、きっぷづくりなど楽しい工作コーナー

よさの乗合交通乗車体験会
　乗合交通の車両展示やスマホ教室（アプリのインストール、利用方法など）を予定

キッチンカーも
出店！

同日開催！

～ 虐待を「見たとき」「聞いたとき」は通報を ～
あなたの勇気が大切な命を守ります

児童・高齢者・障害者の虐待に気づいた方には通報義務があ
ります。虐待を見たら、聞いたら「よさの虐待ほっとライン

（☎ 43-9033）」へ。
※ 休日・夜間は転送となるため、応答にお時間をいただきます

町 政  News News & & InformationInformation町 政  News & Information
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与謝野町
有線テレビ

Facebook Ｘ（旧 twitter） Youtube 番組ガイド

与謝野町公式
WEB サイト

＆
SNS ホームページ InstagramLINE

【企業版ふるさと納税】
御寄附をいただきました

　令和６年 12 月以降に、企業版ふるさと納税の御寄附をいただいた
企業様を紹介します。

問　企画財政課 ☎ 43-9015

※ 企業名、寄附額、寄附対象事業名は、ご了承いただいた企業様のみを公表しています

株式会社 東邦レオホールディングス 様（大阪市）

非公表
（非公表）

企業名

寄附額
（対象事業）

株式会社 日匠設計 様（福知山市）

非公表
（地元を誇りに想い人の流れを生むまちの実現事業）

企業名

寄附額
（対象事業） 空家の適正管理をお願いします

問　空家総合相談窓口（総務課内） ☎ 43-9010

　
空
家
は
所

有
者
や
管
理

者
の
責
任
に

お
い
て
、
適

切
に
管
理
し

て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

「
空
家
等
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

で
は
、
所
有
者
や
管
理
者
は
周
辺
の

生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

よ
う
、
空
家
な
ど
の
適
切
な
管
理
に

務
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
空
家
を
放
置
し
た
結
果
、
建
物
が

倒
壊
し
た
り
、
物
が
落
下
し
て
近
隣

の
建
物
や
通
行
人
に
被
害
を
与
え
た

場
合
、
被
害
者
な
ど
か
ら
賠
償
責
任

を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
空

家
の
所
有
者
や
管
理
者
は
、
自
ら
の

管
理
責
任
に
つ
い
て
今
一
度
ご
認
識

い
た
だ
き
、
適
正
な
管
理
に
務
め
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
近
隣
に
あ
る
管
理
不
全

な
空
家
で
お
困
り
の
方
、
ま
た
空
家

の
所
有
者
や
管
理
者
の
方
で
、
管
理

方
法
な
ど
に
つ
い
て
お
悩
み
の
場
合

は
「
空
家
総
合
相
談
窓
口
（
総
務
課

内
）」
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
）
は

原
則
住
所
地
で
の
加
入
と
な
り
ま
す

が
、
就
学
に
よ
っ
て
他
市
町
村
に
転
出

す
る
方
は
、
親
元
の
国
保
に
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
、

保
健
課
で
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

《 
持
ち
物 

》

● 

就
学
を
確
認
で
き
る
書
類（
学
生
証
、

在
学
証
明
書
、
合
格
通
知
書
な
ど
）

● 

お
持
ち
の
「
国
民
健
康
保
険
証
」「
資

格
確
認
書
」「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

の
い
ず
れ
か

● 

本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

就
学
が
修
了
す
る
方
へ

　
現
在
、
就
学
に
よ
り
転
出
し
て
い
る

与
謝
野
町
国
保
に
加
入
の
方
で
、
就
職

な
ど
に
よ
り
学
生
で
な
く
な
る
方
は
、

国
保
の
喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す
。

国民健康保険へのお届けをお忘れなく
就学により与謝野町を転出する方へ 問　保健課 ☎ 43-9022

企業版ふるさと納税の詳細や実績などは、町ホームページ
からご覧いただけます。

人事異動のお知らせ（１月 31 日付け） ＜退職＞ 永井 大地（総務課 主査）

届いていますか？　「広報よさの」

ご事情により広報紙が届かない世帯や事業者さんには、役場から直接お届
けしています。詳しくは、総務課までお問い合わせください。

問　総務課 ☎ 43-9010

町 政  News News & & InformationInformation町 政  News & Information

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

※ この欄で紹介する出生とお悔やみは、１月 16 日から２月 15 日までの届け出です。また、役場窓口で届け出の際に希望された方のみを掲載しています。

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

人　口
男
女

世帯数

19,367 人
9,289 人

10,078 人
8,859 戸

（－ 33）
（－ 17）
（－ 16）
（－６）

※ ( ) 内は住民基本台帳に基づく前月比
※ 外国人を含む

令和７年１月末現在
まちのうごき

転　入
転　出
出　生
死　亡
その他

内　

訳

27
35
8

33
0

人
人
人
人
人

総務課／財産活用・契約室
　☎ 43-9010 
産業観光課
　☎ 43-9012
会計課
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015

与謝野町役場 本庁舎

住民税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林環境課／地球温暖化対策室
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
総務課（CATV 担当）
　☎ 43-9028

加悦庁舎

総務課（防災危機管理対策室）
　☎ 43-9011
上下水道課
　☎ 43-9031

野田川庁舎
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祝
日
の
ご
み
収
集
（
３
月
）

祝
日
の
ご
み
収
集
（
３
月
）

　
３
月
20
日
（
木
）
は
祝
日
（
春
分
の

日
）
の
た
め
、
ご
み
収
集
は
行
い
ま
せ

ん
。
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
農
林
環
境
課 
☎
４
３・９
０
２
３

【
小
・
中
学
校
】
令
和
７
年
度
会
計
年

【
小
・
中
学
校
】
令
和
７
年
度
会
計
年

度
任
用
職
員
の
登
録
募
集

度
任
用
職
員
の
登
録
募
集

～ 

子
ど
も
と
か
か
わ
る
仕
事
に
興
味

の
あ
る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す 

～

　
教
育
委
員
会
・
与
謝
野
町
宮
津
市
中

学
校
組
合
教
育
委
員
会
で
は
、町
内
小・

中
学
校
に
お
い
て
非
常
勤
で
補
助
的
な

業
務
を
行
う
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ

い
て
、
年
度
ご
と
の
登
録
制
と
し
て
い

ま
す
。
令
和
７
年
度
の
登
録
を
希
望
す

る
方
は
、
次
の
と
お
り
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

登
録
職
種
／
仕
事
内
容

● 

特
別
支
援
員
（
教
員
免
許
状
あ
り
・

な
し
）
／
支
援
が
必
要
な
児
童
・
生
徒

の
指
導
補
助

● 

一
般
作
業
員
／
学
校
の
維
持
お
よ
び

管
理
に
関
す
る
作
業
（
学
校
内
の
清
掃
、

草
刈
り
、
簡
単
な
修
繕
、
給
食
の
配
膳

な
ど
）

● 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手
（
中
型
以
上

の
運
転
免
許
要
）
／
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に

よ
る
登
下
校
・
校
外
学
習
・
部
活
動
な

ど
の
送
迎

報
酬
等

【
報
酬
単
価
】
月
額
ま
た
は
時
間
給
と

し
、
職
種
に
よ
っ
て
条
例
お
よ
び
規
則

で
定
め
る
金
額

【
期
末
・
勤
勉
手
当
】
社
会
保
険
加
入

者
に
対
し
、
条
例
お
よ
び
規
則
で
定
め

る
金
額

【
通
勤
手
当
】
距
離
な
ど
に
応
じ
て
条

例
で
定
め
る
基
準
に
よ
り
支
給

※ 

勤
務
時
間
、
休
憩
時
間
、
休
暇
そ

の
他
の
勤
務
条
件
は
、
町
が
別
に
定
め

る
条
例
・
規
則
に
準
じ
ま
す

社
会
保
険
等　
勤
務
時
間
・
任
用
期
間

な
ど
に
応
じ
て
法
令
に
基
づ
き
、
健
康

保
険
・
厚
生
年
金
保
険
・
雇
用
保
険
の

加
入
要
件
を
満
た
す
場
合
に
加
入

登
録
方
法　
教
育
委
員
会
や
総
務
課
で

配
布
、
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
兼
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
教
育
委
員
会

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
資
格
が
必

要
な
職
種
は
資
格
証
明
書
の
写
し
を
添

付
く
だ
さ
い
。
な
お
、
提
出
書
類
は
返

却
し
ま
せ
ん
。

有
効
期
限

受
付
時
点
～
令
和
８
年
３
月
31
日

そ
の
他　

こ
の
申
し
込
み
に
よ
っ
て
、

任
用
を
保
障
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
学
校
教
育
課 

☎
４
３・９
０
２
５

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

接
種
」
の
期
間
延
長

接
種
」
の
期
間
延
長

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
７
年
３
月

31
日
ま
で
に
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
」
を

１
回
以
上
接
種
し
た
方
に
つ
い
て
、
８

年
３
月
31
日
ま
で
残
り
の
接
種
を
公
費

で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

接
種
が
完
了
し
て
い
な
い
方
は
、
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
平
成
９
年
４
月
２
日
～
21
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
子

実
施
医
療
機
関　
与
謝
野
町
が
指
定
す

る
医
療
機
関

　
　
保
健
課 

☎
４
３・９
０
２
２

令
和
７
年
度
与
謝
野
町
文
化
協
会

令
和
７
年
度
与
謝
野
町
文
化
協
会

視
察
研
修
事
業
の
参
加
者
募
集

視
察
研
修
事
業
の
参
加
者
募
集

日
時　
５
月
24
日
（
土
）
午
前
７
時
半

～
午
後
７
時 （
予
定
）

事
業
名　
歴
史
ド
ラ
マ
の
舞
台
を
巡
る

旅
２
０
２
５

行
き
先　
岐
阜
県
・
滋
賀
県

【
行
程
】
役
場
各
庁
舎
→
関
ケ
原
古
戦

場
・
関
ケ
原
古
戦
場
記
念
館
・
昼
食
・

陣
跡
巡
り
→
長
浜
城
→
黒
壁
ス
ク
エ
ア

→
役
場
各
庁
舎

募
集
対
象
者　

● 

文
化
協
会
員
／
20
人

● 

町
民
の
方
（
高
校
生
以
上
）
／
20
人

※ 

希
望
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は

InformationInformation※ 掲載している情報は、２月 25 日（火）現在のものですお知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申お知らせページ ＝問い合わせ先

＝申込先・方法
問
申

【
旧
与
謝
小
学
校
】第
２
回
サ
ウ
ン
デ
ィ

【
旧
与
謝
小
学
校
】第
２
回
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
型
市
場
調
査
の
実
施

ン
グ
型
市
場
調
査
の
実
施

　
与
謝
野
町
で
は
、
旧
与
謝
小
学
校
の

有
効
活
用
に
向
け
て
、
第
２
回
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
財
産
活
用・契
約
室
（
総
務
課
内
）

☎
４
３・９
０
１
０

第第
1111
回
与
謝
野
弦
楽
合
奏
団
演
奏
会
と

回
与
謝
野
弦
楽
合
奏
団
演
奏
会
と

弦
楽
体
験
講
座
の
開
催
（
入
場
無
料
）

弦
楽
体
験
講
座
の
開
催
（
入
場
無
料
）

日
時　
３
月
23
日
（
日
）

午
後
１
時
半
開
場
、
午
後
２
時
開
演

会
場　
加
悦
地
域
公
民
館

そ
の
他　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
体
験
講
座
も

行
な
い
ま
す
。
楽
器
な
し
で
参
加
で
き
、

申
し
込
み
も
不
要
で
す
。

　
　
与
謝
野
弦
楽
合
奏
団 

森
垣

☎
０
９
０・１
５
８
０・３
７
８
９

自
衛
官
等
の
募
集

自
衛
官
等
の
募
集

《
自
衛
官
候
補
生
》

年
齢
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　
常
時
受
け
付
け

※ 

詳
細
は
地
域
事
務
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
京
丹
後
地
域
事
務
所

☎
０
７
７
２・６
４・２
４
９
８

問問
・
申

問

京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 ３階
問　☎ 0772-68-1041

滞納税相談窓口

３月31日（月）まで
国 民 健 康 保 険 税：第 10 期
介 護 保 険 料：第 10 期
後期高齢者医療保険料：第 ９ 期

今月の納期【広告枠】

与謝野町では、国の認定事業者である「リネットジャパンリサイクル株式会社」と協定を締結し、宅
配便によるパソコンを含む使用済み小型家電の回収（最短翌日・希望日時）を実施しています。なお、
利用方法は以下のとおりです。

不用になったパソコンなどのリサイクルを推進しています
● パソコンなどの小型家電を無料で回収

申し込み1

リネットジャパンへ申し込み
http://www.renet.jp

2

パソコンなどを
段ボールに詰める

詰める 3

宅配業者が希望日時に
自宅から回収

回収

パソコンを含む１箱分の回収料金とリサイクル料金が無料です
古くても、故障していても「どんなパソコン」でも回収可能です
パソコンと一緒に、プリンタなどの周辺機器も一緒に回収可能です

●

●

●

リネットジャパン検索問・申　リネットジャパンリサイクル株式会社 ☎ 0570-085-800（午前 10 時～午後５時）

問

問

問 申 文
化
協
会
で
抽
選
を
行
な
い
ま
す

費
用　
３
５
０
０
円

（
昼
食
代
、
入
館
料
、
ガ
イ
ド
料
、
保

険
料
な
ど　
※ 

当
日
徴
収
）

　
　
４
月
16
日
（
水
）
ま
で
に
、
加
悦

地
域
公
民
館
・
知
遊
館
・
中
央
公
民
館

に
あ
る
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
上
、
い
ず
れ
か
の
公
民
館
へ
。

　
　
社
会
教
育
課 

☎
４
３・９
０
２
６

町ホームページ

問
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① 与謝野町開町式のテープカット（2006 年）
② 合併１周年記念事業（2007 年）
③ 与謝野町有線テレビ拡張事業完了（2010 年）
④ 合併５周年事業「岩滝大名行列」開催（2011 年）
⑤ ロンドンオリンピック出場の木﨑良子さんのパブリックビューイング（2012 年）
⑥ 糸井嘉男さんの野球教室（2014 年）
⑦ 第 26 回全国椿サミット与謝野大会のオープニング（2016 年）
⑧ 「第１回農業 IoT アワード」で最優秀地方自治体賞を受賞（2017 年）
⑨ 旧加悦町役場庁舎「令和の大修理」完了（2020 年）
⑩ 旧尾藤家住宅が国重要文化財に指定（2024 年）

Memorial Photo ― 写真で振り返る与謝野町 ―

与謝野町誕生から
19年目を迎えました
　平成 18 年３月１日に加悦町・岩滝町・野田川町が合併して誕
生した「与謝野町」は、今年で 19 年目を迎えました。本町では、
令和８年３月１日の「合併 20 周年」に向けて、令和７年度をター
ゲットイヤーとして、フィナーレの「与謝野町合併 20 周年記念
式典（仮称）」まで、まちの魅力や取り組みを体感できる各種事
業を実施して行く予定です。

2006 年 ▶ 2025 年

①

⑤④ ⑥

⑨ ⑩

⑧

⑦

③②

19 年間の主な出来事

問　総務課 ☎ 43-9010

2006.03 ｜与謝野町誕生

2009.03 ｜町営バス「ひまわり」運行開始

2010.04 ｜岩滝・野田川地域で有線テレビ
運用開始

2011.12 ｜「まめっこまいちゃん」が町の
ゆるキャラに決定

2013.03 ｜阿蘇シーサイドパーク竣工

2017.10 ｜加悦中学校改築事業竣工式

2021.03 ｜ GIGA スクール構想に基づき、
児童生徒 1 人１台タブレット型端末を配備

2021.12 ｜幼保連携型認定こども園「つば
きこども園」開園

2020.07 ｜広域ごみ処理施設「宮津与謝ク
リーンセンター」竣工式

2020.04 ｜新生「加悦小学校」開校

2017.07 ｜よさのみらい大学開校

2016.03 ｜岩屋小学校を市場小学校へ統合

2014.04 ｜クアハウス岩滝、入館者 300 万
人突破

2013.08 ｜与謝野ひまわりフェスティバル
初開催

2016.04 ｜幼保連携型認定こども園「かえ
でこども園」開園

2023.11 ｜英国ウェールズ・アベリスツイ
スと友好協定を締結

2019.10 ｜宮津与謝病児保育所「りりふる」
開設「わたしの与謝野」写真を

広報紙に掲載しませんか？

合併 20 周年に向けて、皆さんが撮影した「わたし
の与謝野」写真を募集します。お寄せいただいた写
真は、次号の広報紙から特設コーナーで紹介してい
きます。詳しくは町ホームページをご覧ください。

投稿のハッシュタグは投稿のハッシュタグは
「#わたしの与謝野」「#わたしの与謝野」

町ホームページ
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